
平
成
三
十
年
五
月
一
日
提
出

質
問
第
二
六
三
号

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
と
関
連
の
深
い
米
国
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
質
問

主
意
書

提

出

者

山

井

和

則
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高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
と
関
連
の
深
い
米
国
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
質
問

主
意
書

働
き
方
改
革
関
連
法
案
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
は
、
米
国
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン

プ
シ
ョ
ン
と
、
労
働
時
間
規
制
の
対
象
外
と
な
る
点
等
で
類
似
す
る
部
分
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
高
度

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
導
入
に
よ
る
問
題
点
を
検
討
す
る
上
で
は
、
米
国
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
を

先
行
事
例
と
し
て
検
証
す
る
こ
と
が
有
意
義
で
す
。

そ
こ
で
、
以
下
の
通
り
質
問
し
ま
す
。

一

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
労
働
者
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
、
何
人
程
度
が
対
象
に
な
る
か

に
つ
い
て
、
労
働
政
策
審
議
会
で
も
具
体
的
な
議
論
が
な
く
、
厚
生
労
働
省
も
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
米

国
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
は
、
全
労
働
者
の
お
よ
そ
何
パ
ー
セ
ン
ト
、
何
人
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す

か
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
者
の
お
よ
そ
何
パ
ー
セ
ン
ト
、
何
人
が
対
象
で
す
か
。
「
ア
メ
リ
カ
の
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
イ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
の
現
状：

労
働
基
準
法
改
正
法
案
審
議
に
あ
た
っ
て
」
（
中
村
和
雄
著
、
前
衛
九
二
三

号
。
以
下
、
中
村
論
文
、
と
い
う
）
に
よ
れ
ば
、
米
国
に
お
け
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
適
用
労
働
者
は
一

一



九
九
九
年
で
二
千
五
百
五
十
三
万
人
で
あ
り
全
労
働
者
の
約
二
割
に
あ
た
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
『
働
か
な
い
』
社
会
を
つ
く
る
」
（
海
老
原
嗣
生
著
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
二
〇
一
四
年
）
や
「
日
本
の
動
き
と
は
正
反

対
！

米
国
で
は
残
業
代
ゼ
ロ
見
直
し
へ
」
（
肥
田
美
佐
子
著
、
週
刊
東
洋
経
済
六
五
二
六
号
）
に
よ
れ
ば
、
男
性
の
フ
ル

タ
イ
ム
労
働
者
に
占
め
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
適
用
労
働
者
の
割
合
は
二
十
五－

三
十
四
歳
で
三
十
パ
ー

セ
ン
ト
台
半
ば
で
あ
り
、
四
十
歳
代
で
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
半
ば
、
さ
ら
に
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
者
の
八
十
八
パ
ー
セ
ン
ト

が
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
の
適
用
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
政
府
は
認
識
し
て
い

ま
す
か
。

二

米
国
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
の
概
略
、
お
よ
び
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
な
制
度
と
認
識
し
て
い
る
か
を

示
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
の
対
象
者
や
、
運
用
の
変
遷
の
概
略
に
つ
い
て
も
示
し
て

下
さ
い
。

三

米
国
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
年
収
が
い
く
ら
以
上
の
労
働
者
が
対
象
で
す
か
。

四

米
国
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
ど
の
よ
う
な
職
種
の
労
働
者
が
対
象
で
す
か
。

五

米
国
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
労
働
者
の
実
際
の
労
働
時
間
は
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

二



六

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
で
は
、
い
く
ら
長
時
間
労
働
と
な
っ
て
も
歯
止
め
が
な
く
、
働
か
せ
放
題
に
な
る
危
険

性
が
あ
る
、
労
働
の
成
果
と
報
酬
が
必
ず
し
も
リ
ン
ク
し
な
い
、
年
収
要
件
は
設
定
さ
れ
て
い
る
が
強
引
な
国
会
運
営
が
横

行
し
て
い
る
中
で
は
、
対
象
と
な
る
年
収
が
容
易
に
下
げ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
政
府
と
し
て
、
米
国
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
か
示
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
中
村
論
文
お
よ
び
、
東
京
新
聞
二
〇
一
五
年
四
月
四
日
記
事
に
よ
れ
ば
、
主
な
問

題
点
と
し
て
、
長
時
間
労
働
や
、
長
時
間
労
働
に
よ
り
時
給
換
算
し
た
賃
金
が
最
低
賃
金
を
下
回
る
こ
と
、
本
来
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
の
適
用
対
象
で
な
い
者
に
同
制
度
を
適
用
す
る
濫
用
の
問
題
（
名
ば
か
り
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン

の
問
題
）
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
点
に
つ
い
て
、
政
府
は
認
識
し
て
い
ま
す
か
。
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
制
度
で
も
、
同
様
の
問
題
が
起
こ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

七

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
と
米
国
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
の
共
通
点
は
、
ど
の
よ
う
な
点
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
か
。

八

米
国
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
の
労
働
者
の
平
均
年
収
は
い
く
ら
で
す
か
。
ま
た
、
労
働
者
数
が
最
も
多

い
年
収
階
層
（
最
頻
値
の
年
収
階
層
）
は
い
く
ら
で
す
か
。
「
現
在
の
職
場
に
お
け
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ

三



ン：

公
正
労
働
基
準
法
」
（
米
国
会
計
検
査
院
編
、
一
九
九
九
年
、
原
題：
U

nited
States

G
eneral

A
ccounting

O
ffice,

Fair
Labor

Standards
A

ct
:

W
hite

―C
ollar

E
xem

ptions
in

the
M

odern
W

ork
Place

）
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
八
年

の
フ
ル
タ
イ
ム
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
適
用
労
働
者
の
週
当
た
り
平
均
収
入
は
千
十
八
ド
ル
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
、
一
ド
ル
を
百
八
円
、
一
年
間
を
五
十
週
と
し
て
試
算
す
る
と
、
年
収
は
約
五
百
五
十
万
円
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
「
働
く
あ
な
た
や
家
族
の
大
問
題
‼

過
労
死
促
進

残
業
代
ゼ
ロ
制
度
」
（
日
本
弁
護
士
連
合
会
）
（
以
下
、
日
本

弁
護
士
連
合
会
作
成
資
料
、
と
い
う
。
）
に
よ
れ
ば
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
適
用
労
働
者
に
お
い
て
労
働

者
数
が
最
も
多
い
年
収
階
層
は
二
万
六
千
ド
ル
か
ら
五
万
二
千
ド
ル
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
日
本
円
に
換
算
す
る
と
約
二

百
八
十
万
円
か
ら
五
百
六
十
万
円
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
政
府
は
認
識
し
て
い
ま
す
か
。
高
度
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
で
も
、
将
来
、
同
様
の
給
与
水
準
ま
で
拡
大
す
る
可
能
性
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

九

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
対
象
者
と
対
象
外
の
労
働
者
で
は
、
労
働
時
間
は
ど
ち
ら
が
長
い
で
す
か
。
日
本

弁
護
士
連
合
会
作
成
資
料
に
よ
れ
ば
、
米
国
で
は
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
対
象
者
の
方
が
労
働
時
間
が
長
い

と
の
調
査
結
果
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
政
府
は
認
識
し
て
い
ま
す
か
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
高
度
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
労
働
時
間
が
長
く
な
り
、
過
労
死
が
増
え
る
可
能
性
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

四



右
質
問
す
る
。

五


